
歴史と伝統を引き継ぎ、新しい教育活動の実現を目指して 
                             墨田区立中和小学校 

                             校長  影山 祥仁 

本校２年目となりました校長の影山 祥仁（かげやま よしひと）です。どうぞよろし

くお願いいたします。 今年度は、新入生５２人を迎え、児童数３０３名、学級数１４学級

（通常学級１２学級、そよかぜ学級２学級）で、令和５年度のスタートを切ることができ

ました。 

本校は、１４９年という長い歴史の中、地域に根ざし落ち着いた環境の中で伝統ある教

育活動を行ってきました。ご家庭や地域との連携と協力の中で、子供たちを見守り、とも

に育てていける環境が整っていると感じています。これまで築いてきた多くの宝物を大切

に受け継いでいきます。 

本校の教育目標は、下記の通りです。 

○よく考えて工夫する子ども（本年度の重点目標） 

○自主性に富み責任感の強い子ども 

○心ゆたかで思いやりのある子ども 

○健康で明るい子ども 

これらの目標を達成するため、地域の皆様や保護者の皆様と協働し、教職員が一丸とな

って子供たちを育てていきます。新型コロナウイルス感染症の収束はいつになるかわかり

ませんが、世の中は感染症対策に対して緩和傾向にあります。令和５年度は基本的な感染

防止対策は継続しながらも、ポストコロナに向け着実に歩みを進めてまいります。そし

て、できることを少しでも増やしていきます。特に、最高学年である６年生の成長や「心

ゆたかで思いやりのある子ども」の実現のためには、１～６年生のたてわり班活動の充実

が不可欠であることを再認識しています。この３年間実施できなかった全校遠足を実施

し、それに伴い、毎月の縦割り活動も実施していきます。今、求められている「主体的な

学習」や「個別最適な学び（指導の個別化・学習の個性化）」「協働的な学び」学習、「読み

解く力」、そして、それらを実現するための手段としての「一人一台端末の活用」など、こ

れからの時代に必要な教育活動も融合させ、子供たちの一人一人の力を伸ばしていきま

す。引き続き、本校の教育活動にご協力いただきますようお願いいたします。 


